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　1999（平成 11）年 3 月の学習指導要領改
訂において教科「福祉」が創設され，その後 2
回の改訂が行われた。




















































（2）2009（平成 21）年 3 月の学習指導要領改
訂における教科「福祉」の内容






















して教育時間数を 1,820 時間（52 単位）とし，
5 年間の時限措置として，1,190 時間（34 単位）
+ 実務経験 9 か月の特例高校ルート（平成 21
年度～平成 25 年度入学者）を認めた（その後


































2018（平成 30）年 3 月 30 日に，教科「福祉」
として 2 回目の学習指導要領改訂が行われた。
以下，教科「福祉」に関する改訂の概要である




























































































1999（平成 11）年 3 月に教科「福祉」が創
設されたことを受け，教員の養成が必要となっ















て 168 人が養成された。次に，2000（平成 12）





から 3 年間実施され，173 人が合格した（矢幅
2002：90-91）。
大学における教員養成は，2001（平成 13）







大学（平成 13・14 年度）は 106 大学（152 課程）
であった（矢幅 2002：89）。
教科「福祉」一種および専修免許状取得者数
の推移は，表 1 の通りである。2005（平成 17）
年度には，1,275 人が教員免許状を取得してピー
クとなるが，その後減少傾向が続き，2017（平























専修免許状 11 19 21 7




















専修免許状 5 11 8 8 4 9 3 6 112
一種免許状 507 410 355 345 277 270 250 211 9,675
出典）文科省（2018）「学習指導要領改訂と高校における福祉教育の現状」（第 48回全国社会福祉教育セミナー 2018 配布資料）
を基に，文科省（2019b）「教科別の普通免許状授与件数（高等学校）（平成 29 年度）」のデータを加筆したもの。
2018（平成 30）年 4 月 1 日現在，大学にお
ける一種免許状（福祉）を取得できる大学（課
程）は 95 校（98 課程），専修免許状を取得で
きる大学院は 64 校（70 課程）となっている。
通信課程では，一種免許状を取得できる大学は
5 校（5 課程）, 専修免許状を取得できる大学院
は 3 校（3 課程）であった。2019（令和元）年
度には，再課程認定の影響により，大学におけ
る一種免許状（福祉）を取得できる大学（課程）
は 65 大学（66 課程），専修免許状が取得でき
る大学院は 51 大学（61 課程）となった。通信
課程においては，一種免許状が 4 大学（4 課程），
専修免許状が 2 大学（2 課程）となった（文科
省 2018,2019c）。
教科「福祉」教員の採用状況（公立）につい
ては，2019（令和元）年 12 月 5 日現在，29 教
育委員会で採用試験が行われ，受験者数 136 名，
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